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1.は じめ に 一terraincognitaと し て の 中 国 大 陸

交易、交換、贈与、収奪等、一般に書物が国境を越 えて移動する原因状況はどうであれ、

日本古来の書物群が海外にわた り、各国各地の図書館等に安住の地を見出している例は少な

くない。江戸時代の鎖国政策にあって例外的な交易国であったオランダや中国、開国を契機

とした英米独仏諸国 との交流、明治後期か ら太平洋戦争の終結 まで続いた朝鮮、台湾、中国

諸国の植民地支配等、 日本の書物の海外への流出を促 した歴史的な状況に加え、明治初期か

ら目立って増えて くる訪 日外国人たちが個人的な動機で買い集め、母国に持ち帰 った分 も無

視できない。

海外 にわた り、所蔵されるに至った日本の書物は、直接に研究資料 としての価値 を有する

ものは相対的に少ないとしても、 日本の書物の全体的な把握には欠かせないことは自明であ

る以上、包括的な調査の重要性 もまた贅言を要 しない。近年、この種の調査は活発に行われ、

一定の成果が報告されている。

ヨーロッパ諸国に関して、ケンブリッジ大学のピーター ・コーニッキ氏を中心にした調査

プロジェク トが十年以上前から進め られている。大英図書館か らギリシャ、ラ トヴィア、ウ

クライナの図書館、博物館に至るまで、21力 国、128機i関(1997年 現在)に 及ぶ、文字通 り草

の根を分けた悉皆調査である。調査結果 は 「欧州所在 日本古書総 目録」データベースに蓄積

され、公開される予定である。国文学研究資料館では、国内に加え、ヨーロッパ、アメリカ

を中心 に海外所在の古典籍の調査 にも力を入れている。韓国のソウル大学校中央図書館 に所

蔵 される、 日本統治下の旧京城帝国大学旧蔵分や朝鮮総督府時代の蔵書を引 き継 ぐソウル国

立図書館の調査が九州大学の研究者の手で三年前か ら進め られている。台湾 も故宮図書館、

台湾国立図書館、台北大学などに所蔵されている日本図書の状況はおよそ掴めている。

こうした動 きの中で、中国大陸に所在する日本古典籍に関しては、ほとんど手つかずの状

況にあることは意外 というほかなく、日本古典籍の全貌を概観する上で大 きな欠落を引きず

る結果 ともなっている。近年 ようや く和刻本漢籍、準漢籍の全国的調査が杭州大学(現 浙江

大学)日 本学研究セ ンターによって、 また天津図書館、北京図書館、上海図書館など専 ら中

国側の日本学研究者の手で調査の鍬が入れ られようとしているが、悉皆調査にはほど遠い現

状にある。
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中国と日本の密接 な、幾世紀をも閲する歴史的関係か らいっても、中国に所在する日本書

籍は質、量的に欧米諸国に引けを取 らないことは十分予想 されることである。岡村啓二 『遺

された蔵書』には、中国に遺された日本書籍の数について、中国社会科学院 日本研究所副所

長、膨晋樟氏の 「42万冊(63研 究機関)」で戦前に在留邦人が戦後に遺していったもので、大

部分は 「古書」 という推定が紹介されている。 この数に、公共図書館分 を上乗せ して、岡村

は 「7,80万冊」 と推定し、「半数近 くは戦前期 日本の図書館や諸機関が遺 していったもの」と

する。 このあたりから大胆 な推測をあえてすれば、江戸時代以前の 日本古典籍は、少な く見

積もっても数万冊、1万 点を下らない、というのはあながちな皮算用でもないと思われる。

「欧州所在 日本古書総目録」データベースによれば、 日本古典籍の国別所蔵数はイギリス

が最 も多 く約7～8000点 、フランス、ベルギーが4～5000点 で続 く規模であり、中国の1万

点は、ヨーロッパ諸国(お そらくはアメ リカも)を 押 さえて トップに躍 り出る勢いである。

この一事か らも、中国は日本古典籍の有望なterraincognitaと 言えよう。

2.南 京 図書館調査報告

a.南 京図書館の沿革 ・概要

北京図書館、上海図書館 に次 ぐ中国第三の公共図書館である南京図書館の淵源は、清朝末

の1907年 に設立された江直図晝館にさかのぼる。江南図書館は、1911年 の辛亥革命をはさん

で幾たびかその名称を変え、今 日の南京図書館 に至っている。

まず1926年 、当時の大学学区制にもとづ き第四中山大学図書館、翌年国立中央大学国学図

晝館 に改称 された。1929年 、大学学区制の廃止に伴い、江蘇省教育庁の直轄下、江蘇省立国

塋図晝館.となる。(江 蘇省立国学図書館とい う名称、組織 は中華人民共和国成立後 も華東軍政

委員会の直轄のもとに存続 し、1952年 、国立南京図書館に統合 される。)

一一方、1933年 、国民党政府教育部により現在の南京市成賢街に国立中央図書館が建設され、

江蘇省立国学図書館の蔵書を引 き継いだ。1948年 、国民党政府の指示により蔵書中の古籍13

万冊が台北に移された。1949年 、国立中央図書館 は南京市軍事管制委員会 に接収されること

になる。1950年 には、文化部文物局及び華東軍政委員会文化部双方の管轄のもと、国立魎

図晝館 として発足 した。

1954年 、華東軍政委員会が廃止され江蘇省政府が成立したのを受けて、文化部は省 レベル

の地域 を対象にした公共図書館の必要性を認め、国立南京図書館 を歯墓図晝館 に改称すると

共に、江蘇省文化庁の直属下に置いた。

以上が南京図書館の簡単な沿革である。現在、南京図書館は成賢街、虎踞路、尤幡里の三

館を擁iしている。成賢街にあるのが本館で、主 として1949年 以降の中文書籍、雑誌類や外国

図書、雑誌が所蔵されている。虎踞路は古籍部で古籍善本類を、尤幡里は民国時代の公文書、

記録類をそれぞれ所蔵 している。全蔵書数は1995年 時点で680万 冊に及ぶ。
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b.南 京図書館古籍部 一 概況及び整i理の現状

南京図書館古籍部は中国全土の公共図書館にあって質、量ともに最前列に属する蔵書を誇

っている。清代四大蔵書家の一に数えられる丁氏の八千巻楼蔵書をはじめ、武昌范氏の木穉

香館蔵書、常熟趙氏の天放楼、江寧郡氏の群碧楼等の名家蔵書の一部 も所蔵するほか、 日本、

朝鮮、ベ トナム諸国の官版を中心にした古籍文献などの善本1万 点、10万 冊を含め、総蔵書

数は50万 点、100万 冊に達する。また、1940年 代、日中戦争時の汪兆銘傀儡政権の高官であっ

た陳群の蔵書楼 「沢存古書」の一部や文化革命中に専門家の収集した文献 も含 まれる。

これらの古籍善本の整理の状況に関し、現在総 目録のデータベース化が進められている。

従来のカー ド目録よりはるかに詳細な書誌項 目が盛 り込 まれ(例 えば、「収蔵源流」、つ まり

蔵書印記 も採 られている)、現在 「子」の部の整理が進行中で完成が待たれるところだが、日

文図書は当面除外 されているのが残念である。

日文図書については著者、書名のカー ド目録を頼 りにするほかない。しか し、カー ド目録

は長年の経緯を引きず り、現物の所在状況を正確 に反映 しているとは言い難 く、総 じて信頼

性に欠ける憾みがあるのが現状である。

c.実 地調査過程

三次にわたって実施した南京図書館古籍部の実地調査の概要は、以下の通りである。

・第一次調査

調査期間

調 査 者

調査方法

調査結果

1998年10月26日 ～10月28日

笠谷和比古 ・歌野博:・雷国山*南 京大留学生

日本人名を手がか りにした、著者名カー ド目録の悉皆検索

該当カー ドの転写

医学書、漢学書を中心とした約173点

・第二次調査

調査期間

調 査 者

調査方法

調査結果

1999年9月6日 ～9月11日

笠谷和比古 ・歌野博 ・雷国山 ・戦暁梅 ・辻垣晃一

書名カー ド目録の悉皆検索

OPAC検 索,著 者名カー ド目録

医学書、漢学書を中心 とした約200点

・第三次調査

151



歌野 博

調査期間

調 査 者

調査方法

調査結果

2000年9月25日 ～9月27日

笠谷和比古 ・王勇 ・歌野博 ・雷国山 ・辻垣晃一 ・武内恵美子

*傳 瓔踪 ・張暁敏先生

陸忠海 「三百種 日版漢籍管窺」付載簡略目録をもとにした現物書誌調査

表紙、序、刊記等のデジタルカメラ撮影

和刻漢籍、準漢籍等62点(論 語註、医書、仏書等)

三次にわたる調査から南京図書館が所蔵する日本古典籍の概要をうかがえば、量的には200

点内外、内容的には医学書、漢学書 中心、という第一次、第二次の調査結果を修正するだけ

の材料はない。第一次、第二次はカー ド目録による調査の限界があり、前述 したようにカー

ド目録 と現物 との正確な一致は期待できない現状 とも併せて、200点 がマ ックスなのか ミニマ

ムなのか も当面判断 しがたい。第三次で現物の一部(正 確 な同定は不可能だが第一次、第二

次でリス トしたものの一部が含 まれている)を 調査 した限 りでは、医学書、漢学書中心なる

構成を追認することがで きた。

いずれにしても、以上はほんの概要に過 ぎない。個々の現物に即 した日本古典籍の検証作

業が不可欠であ り、南京図書館におけるその整理の状況は、 日本から出向いた短期間の調査

の限界を告知するに等 しいものであった。そこで、現物による検証 を通 した日本古典籍の よ

り包括的な調査方 を南京図書館側 に依頼 したところ、可能な限 り協力するとの回答を得た。

既 に日本古典籍に関する知識 を有する専門スタッフが配され、作業は進行 している模様であ

る。

d.入 千巻楼蔵書 南京図書館における日本古典籍収蔵源流の一・

八千巻楼蔵書は丁丙の蔵書楼である。丁丙、字嘉魚、号松生、晩年は松存 とも号 した。

道光12年(1832年)、 浙江省の銭塘(現 杭縣)に 生まれ、光初25年(1889年)に 没 した。兄の

丁申とともに 「雙丁」 と称される。

丁丙の家は祖父丁国典、父丁英の代 より書籍の収集に努め、かなりの規模の蔵書を築いた

が、太平天国軍の杭州侵攻がもた らした戦乱で灰燼 に帰 した。丁丙、丁申兄弟は、父祖の志

を引 き継 ぎ、全家財 と情熱 を傾け、名だたる蔵書家の散逸 した善本古籍の捜索、収集に一身

を捧 げること30年余 に及んだ。粗衣粗食に甘ん じ、自らの生活は極端に切 りつめなが ら、こ

れはという善本には金に糸 目を付けずに買い取 り、売却を謝絶された古書は借 り受けて鈔本

に仕立てるという(「雪鈔風校」)徹 底ぶ りであった。八千巻楼は次第に世間の評価をかちえ

て、清季四大蔵書家の一に数えられるまでに充実する。 しかし、丁丙没 した後、その子孫が

事業に失敗し、巨額の負債を返済するために蔵書を手放すに至 り、光緒33年(1907年)、 価格

7万 余元で江蘇省国学図書館(現 南京図書館)の 購入するところとなった。

八千巻楼は複数の楼からなり、 もとの八千巻楼 に対 し、その後増築 された2楼 を 「後入千

巻楼」、「小八千巻楼」(こ の楼には 「善本書室」 と書かれた扁額がかかっていたところから、
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この名で呼ばれることが多い)、 これらを総称 して 「嘉恵堂」 と呼ばれる。楼名は蔵書印記に

反映されて、30以 上 を数える。

蔵書総数は15,532種(点)、204,255冊 、刊行の時代では明刊本、四部の中では集部が相対

的に多 く、一部 日本刊本も含まれる。

e.沢 存書庫 南京図書館における日本古典籍収蔵源流の二

1940年 代に建立された沢存書庫は、日中戦争末期に南京に成立した汪兆銘傀儡政府の内政

部長であった陳群の蔵書楼である。陳群は1890年 福建省に生 まれ、民国初頭渡 日し、明治大

学、東洋大学に学ぶ。民国9年(1919年)帰 国後孫文に登用され、広州で大元帥府秘書、武

漢で中央執行委員会及び国民政府聯席会議国民党代表等を歴任、1938年 、汪政権内政部長に

就任、抗 日戦争後、1945年 自害する。蔵書を含む個人財産は国民党政府の没収するところと

なり、沢存書庫は当時の国立中央図書館の所蔵に帰 した。「沢存書庫」の名称は 『礼記』「父没

而不能読、手沢存焉」に由来 し、汪の命名という。『沢存書庫書目』(初編 ・次編)に よれば、

日本刊本が1000点 余含まれる。(以上、王宝平氏の教示による)

つ か だ しじょう

f.冢 田子常旧蔵書 南京図書館における日本古典籍収蔵源流の三

つ か だしじょう

冢田子常は江戸後期の信濃の人で、『傷寒論一家言』を著 し、俳人一茶の父を診察した医者

である。子常は号であ り、名は経、ほか に道有、百里,納 斎、調斎 とも号する。父の旭嶺は

新井白石や室鳩巣に学んだ儒医として知 られ、弟の冢田大峯は、尾張藩主の侍講をつ とめた

大儒であ り、異学擁i護派を称する寛政五鬼の随一 として、寛政異学の禁に激越 に反駁 したこ

とで有名である。(岩波書店 『国書人名辞典』)
つ か だしじょう

冢田子常の旧蔵書が南京図書館にある、との情報は南京図書館 との交流事業を進めている石

川県立図書館のスタッフからもたらされた。1999年 、同人が南京図書館を訪れた折 りに供覧

された一書に 「子常図書」なる蔵書印を確認 したことからである。残念なが ら、今般の調査

では確認できず、今後の調査を待つことになる。

「子常図書」なる蔵書印を持つ一書は和刻本漢籍 らしかった、 という以外に同人の記憶は
つ か だ しじょう つ か だ しじょう

定かでなく、その一書がたまたま冢田子常旧蔵であったに過 ぎないか、冢田子常旧蔵書が一

括 して南京図書館 に所蔵されているのか、 も現状でははっきりしない。戦後、東亜同文書院

や満鉄関係の資料を含む一定分量の 日本書が南京図書館に寄贈 されたらしいこと、その中の

一部である可能性等について、さらに追求する余地がある。
つ か だ しじょう

冢田子常のこ子孫に連なる方が現在長野市に在住されてお り、南京図書館への寄贈の事実

について確認したが、判明するに至 らなかった。ゆか りの方が逗子市に在住されている由だ

がまだ事情をたずねる機会を得ていない。この方面からの調査 も続けていく予定である。
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3.総 括 と展 望

a.外 国現地調査のための戦略論 資料(古 典籍 ・古籍)VS所 在国モデル

海外 に伝存する日本古典籍の調査 を行 う場合を想定 し、所蔵国 と所蔵資料の関係を、調

査 ・目録化の契機 を設定するニーズとの関連で図式化 してみれば、次の如 くである。

国書総目録

自国 自国資料

②

0

外国 外国資料

連合目録

自国を日本、外国を中国とすると、平行双方向矢印は日本 に日本古典籍が、中国に中国資

料が存在する、自然の関係 を示すに過 ぎず、当面問題はない。それぞれが自国資料の総合目

録(『国書総 目録』、各種連合目録)を 編纂しているわけで、当然なが ら最 もニーズが高い。

問題はクロスする矢印①、②である。 自国に外国資料があり、自国資料が外国にあるケー

ス、すなわち日本に漢籍が、日本古典籍が中国に所在する場合である。この場合、① と②の

いずれがニーズが高いかは即断で きないが、現物がある強みから①が 目録化の契機としては

有利である。従 って、所蔵する図書館等の蔵書目録に収録されるか、相当の分量があるとき

は別に独立 した目録が編まれることになる。漢籍を所蔵する日本各地の図書館 ・文庫の蔵書

目録に漢籍が収録 される例が前者であ り、内閣文庫や国会図書館の漢籍 目録が後者の例であ

る。①のニーズは、自国を日本とした場合、日本の中国文学、中国史研究者が、自国を中国

にすれば、中国の日本学研究者によって担われる。

②は今回の南京図書館所蔵 日本古典籍調査のように現物を求めて外国に調査するケースで

あ り、目録化の契機、ニーズは専 ら日本の国文学、国史研究者等の間に浮上する。① と②は

相対的な関係にあ り、自国を日本とするか、中国とするかで互いに入れ替わる。

理想的に言えば、①で作成された目録等を、②の調査で検証、補完する体制こそ望まれる。

つまり、中国側の 日本学研究者のニーズか ら中国所在の日本古典籍 目録が作成され、その目

録が 日本の国文、国史研究者に対 して現物調査のインセンティブを与 え、両国の研究者の協

力の下に現地での現物調査が実現される、 という階梯 である。 しか しながら、所蔵機関の性

格次第では外国資料へのニーズは希薄であ り、蔵書 目録の当面の対象外 になりかねない事態

もあり得 る。研究者のイニシアティブが要請 されるところである。
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海外における現地調査 にはい くつかのハ ンデがつ きまとう。国内ほど頻繁に出かけるわけ

には行かないこと、調査 日数が限られること、こうした書誌調査には不可欠な工具書がどう

しても充分でないこと、言葉の壁があること、他にも慣れぬ現地での行動に円滑を欠 き、思

わぬ時間の徒費を招 きがちなこと、等々である。ハ ンデは焦 りを呼んで、最少の時間で最大

の成果をあげたいという現実を無視 した行動に駆 り立てがちになる。調査 される側の事情を

あまり顧慮せず、調査する側の勝手な都合を知らず知 らずに押 しつけ、特権的な便宜を安易

に期待する傾向を生む。遠路をお してはるばると、わざわざ足 を運んだのだからそれな りの

対応 を期待 しても罰は当たるまい、といった、人情頼みの甘えが働かないとは言えない。

今回の三次にわたる南京図書館の現地調査を顧みたときに、上述の傾向から免れていたか、

という反省に似た問いを発せ ざるを得ない。一次、二次の調査は専 らカー ド目録の検索に止

まり、現物を手に した書誌調査は第三次にして ようや く実現 した。実現の背後には傅、張,

王の三先生が我々の調査に参加 していただ くというご協力があった。

調査 される側 に立ったとき、南京図書館古籍部の宮副館長の談は説得的だった。南京図書

館は公共図書館であ り、その第一の使命 は南京市民ほかの利用者のニーズに応えてサービス

を提供することにある。当然のことである。 日本語資料一般に対する利用者のニーズは皆無

とは言えないまでも、 日本語資料のうち我kの 調査対象たる日本古典籍へのニーズは限 りな

く皆無に近い、 とみるのもうなずける話である。ニーズの高いものか ら優先的に処理され、

サービスに供されるのは、限られたス タッフで利用者のニーズに応えた一定の質のサービス

を提供 しようとする場合の不可避的な対応である。南京図書館が進めている蔵書 目録のデー

タベース化に、 日本古典籍が除外されているとしてもけだし当然である。

三度 目にしてようや く現物を手に取ることができたことは、感謝すべ きことではあって も

不満に感 じることではない。調査する側のエゴイスティックな悪 しき傾向にか らめ取 られな

いためにも、不満に感 じることではない。

ここで思い起 こされるのは、九州大学の研究者によるソウル大学中央図書館所蔵 日本古典

籍調査のことである。日本統治時代の旧京城帝国大学の蔵書を引 き継いだソウル大学中央図

書館は、江戸時代以前の古典籍、約5000種 、3万 冊を所蔵 し、中には十返舎一九、式亭三馬

の新出資料も含 まれる注目すべ き蔵書である。複雑な対日感情 もあって、日本側にはほとん

ど公開 されてこなかったのを、ひとりの研究者が1979年 以来、調査の許可 を求めて20年 近 く

毎年のように訪れた努力が実った結果だ と聞く。

海外の現地調査の前提は、調査する側 とされる側 との問の、時間をかけた信頼の醸成であ

ることをあらためて認識させ られる話である。この前提に立てば、今般の南京図書館現地調

査はようや く始まったばか りであり、今後 さらに時間をかけて双方の信頼関係の基盤を強化

し、地道に進めてい く必要があると思われる。
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番号 書 名 著 者 出版地 出版社 出版年 冊数 備 考 備考2

九経談 錦城先生(大 田錦城) 江戸 多稼軒 文化甲子 4

30982 廣恵斎急方 (日)丹 波元悳編 躋寿館刻本 寛政1 3 三巻

30223 薬治通義 (日)丹 波元堅撰 清光 緒10(1884) 十二巻 楊守敬重印

31333 傷寒論述義 (日)丹 波元堅撰 日本東京 青雲堂刻本 3 五巻補一巻

90223 傷寒廣要 (日)丹 波元堅撰 日本東京 青雲堂刻本 十二巻 聿修堂医学叢書

30410 金匱要略述義 (日)丹 波元堅撰 刻本 嘉永7(1854) 2 三巻 存誠薬室叢書本

31394 素問識 (日)丹 波元簡撰 刻本 8 十一巻 抄本

32422 救急選方 (日)丹 波元簡撰 聿修堂再刻 文化7(1810) 1 二巻 巾箱本

30408 金匿要略輯義 (日)丹 波元簡撰 聿修堂刻本 文化11(1814) io 三巻

32724 金匱玉函要略輯義 (日)丹 波元簡撰 聿修堂刻本 文化8(1811) io 六巻

31477 脈学輯要 (日)丹 波元簡撰 聿修堂刻本 寛政7 1 三巻

32786 黄帝八十一難経疏證 (日)丹 波元胤 聿修堂刻本 1 二巻

32192 薬徴 吉益東洞撰 蒲蘆亭刻本 天明5 3 三巻

30818 薬徴 吉益東洞撰 刻本 文化9 3 三巻

30385 傷寒論張義定本 伊藤大助 刻本 文政1 2 二巻

38765 制度通 伊藤長胤撰 施政堂刻本 寛 政8(1796) 十三巻

30406 金匱要略註解 名古屋亥医 刻本 元 禄9(1696) 二十三巻

32794 重訂解体新書 杉田翼訳 大槻茂質 重訂 東都書肆:
千鐘房刻本 文政9 13 十二巻首一巻

31244 藤氏医談 近藤明隆昌著 刻本 享和壬戌(1802) 二巻

30282 医余 (日本)尾 台逸 学思斎刻本 文久3(1863) 3 三巻

30283 食療正要 松岡玄達 日本 刻本 明和 4 四巻 丁書

30007 医宮玄稿 旧)望 三英著 望元泰輯校 刻本 宝 暦3(1752) 4 三巻

30798 神農本草経 (日)森 立之重輯 森氏薬室刻本 嘉 永7(1854) 3 三巻考異 一巻

31753 脚気類方 (日)源 養徳撰 刻本 清光緒1 2
一巻附録一巻

30515 脚気類方 (日)源 養徳撰 刻本 宝暦13 一巻附録一巻 内箱本

10159 七経孟子攻文並補遺 (日本)山 井鼎輯 清嘉慶2(1797)

53711 日本文徳天皇実録 (日)基 経等奉勅撰 日本 刻本 10 十巻

49514 東江先生書話 橋圭橘輯 日本 刻本 1 二巻 存一巻、下巻

30722 断毒論 橋本徳伯著 竹蔭医寮刻本 文化11 2 二巻

91751 晩翠堂文詩稿 橋本惟孝撰 日本 刻本 4 十巻

30380 傷寒論分註 橘春暉述 刻本 寛政3 1 一巻

49525 山水画譜 橘守国絵
尾陽書肆文光
堂刻本 元文5(1740) 2 二巻

54338 日本外史 頼嚢撰 頼氏家刻本 文政12(1829) 12 二十二巻

59779 日本外史 頼嚢撰 刻本 嘉永1(1848) 22 二十二巻

38742 日本外史 頼嚢撰 日本 刻本 10 二十二巻 存二十巻 一至二十

802837 山陽先生書後 頼嚢撰 日本 三書堂刻本 3 三巻

801288 山陽詩抄 頼嚢撰 書林五玉堂刻本 天保4(1833) i 二巻

53710 新策 頼嚢撰 刻本 安政2(1855) 5 六巻

54351 日本政記 頼嚢子成撰 刻本 文久1(1861) 8 十六巻

495024 本朝画史遺伝 槍山義慎撰 二書堂刻本 嘉永3 5 五巻

85330 谿山続夢 斎藤謙編 日本 刻本 1 一巻
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番号 書 名 著 者 出版地 出版社 出版年 冊数 備 考 備考2

802088 文話 斎藤謙撰 古香書房刻本 文 政12(1830) 4 十六巻

30800 本草経 渋江箱斎著 日本 1 三巻

35592 B本 後紀 藤原朔 冬嗣等撰 日本 刻本 9 存九巻 五 八
十二 至十四
十七 二十至
二十二

38806 詩仙堂志 藤原成烈輯 刻本 寛政9(1797) 4 四巻

49528 好古小録 藤原貞幹撰 京都 津逮堂刻本 寛政1(1794) z 二巻

49529 好古日録 藤原貞幹撰 京都 津逮堂刻本 寛政8 2 二巻

72595 弘道館記述義 藤田彪撰 刻本 慶応2 z 二巻

46242 辺氏画譜 辺瑛編輯 江戸 書肆金花堂刻本 文化3 鑵
72992 候鯖一臠 亀田文佐衛門輯 亀田保補 善身堂刻本 天保13(1842) 5 五巻

351022 和漢年契 題蘆屋山人撰 浪速書肆宜英
堂刻本佚名批 天保2(1831) i 不分巻

72320 劉向談苑纂註 関嘉撰 興芸館刻本 10 二十巻

49554 行書類纂 関克明 関思亮輯 刻本 天保4 12 十二巻

72715 七書正義 関重秀撰 大阪 書林田中宋栄
堂刻本 元治1 5 七巻

92848 経史論 関義臣編 明治堂刻本 15 十五巻

72758 三十三過本作法纂解 釈慧晃撰 刻本 貞享1 3 三巻

72625 阿弥陀因行記 釈慧空撰 刻本 正徳6 2 二巻

72649 倶舎論明眼鈔 釈珍海撰 杜多中衙刻本 天保10 6 六巻

73038 天台伝仏心印記箋要 釈天謙撰 釈亮潤刻本 享保16 1 一巻

附幽渓伝仏心

印記註指謬一

19326 梅嶺禅師王山偶詠 釈元健輯 日本 刻本 i
一巻

72728 龍渓禅師心経口譚 釈元澄撰 日本 刻本 i 一巻

72623 光明真言金壷集 釈蓮体撰 京都 文政堂刻本 1
一巻

72587 唯識義章 釈真興撰 日本 刻本 6 二巻

72858 仏果円悟禅師碧巌集種電鈔 釈大智撰 京都 文求堂刻本 元文4 存9冊十巻存8巻二
至四 六至十

72820 瑜伽師地論釈略記 釈大含撰 文化2 2 二巻 稿本

73029 悉曇字記林記 釈睿僧正撰 刻本 享保17 i
一巻

72712 祇陀大智禅師偈集 釈光厳等輯 駿河国大雲禅
院刻本 延享4 1

一巻

73032 伝教大師将来目録 釈最澄輯 釈正超刻本 文化4 1 二巻

72334 壁生草 釈白隠撰 東都至道庵刻 2 二巻

100524 元亨釈書 釈師錬撰 刻本 寛永1 10

72616 勧発菩提心偈 題(日本墹提窟待者某撰 日本 刻本 3
一巻附御恒楽一

巻清藻草 二巻

96459 武芸小伝 (日本)日 復繁高撰 日本 刻本 享 保1(1716) 5 十巻

72420 近世叢談 (日)土 屋弘撰 日本 鉛印本 1 一巻

72951 大蔵却鎗 (日本)釈 道契撰 日本 尾張書肆其中
堂:刻本 文政11 3 三巻

72968 大蔵輔國集 (日本)釈 宗興撰 日本 京師書肆永田
調兵衛刻本 明 治2(1869) 1 三巻

49504 本朝画史遺伝 (日本)桧 山義慎撰 日本 二書堂刻 嘉永3 5 五巻

72598 大日経住心品疏玉振抄 (日本)釈 法住記 日本 大伝法院刻本 享 和2(1802) 9 九巻

72282 大日経開題鈔 (日本)釈空海撰 釈宥快輯 日本 高野山金剛峰
寺宝蓮院刻本 嘉 永1(1848) 1 一巻

73037 大毘廬遮那成道経 (日本)釈 円珍撰 日本 額田一止人刻本 明 和9(1773) 1
心 目一巻 大 日
経疏抄 一巻

72628 大乗法苑義林章要述 (日本)釈 快道撰 日本 抄本 3 三巻
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番号 書 名 著 者 出版地 出版社 出版年 冊数 備 考 備考2

53923 台湾鄭氏紀事 (日本)川 口長孺編 日本 刻本 2 三巻

49383 珍銭図録 (日本)久 野克寛撰 日本 京都書林藤井
文政堂刻本 文化4(1807) 1 一巻

49384 銭幣考遺図象 (日本)久 野克寛撰 日本 刻本 文化4(1807) 1 一巻

73036 荀子増註 (日本)久 保愛撰 日本 平安書肆水玉
堂刻本 文 政8(1825) 10 二十巻

48101 淳化祖帖釈文 (日本)小 島知足撰 日本 中郷翰香館刻本 天保15(1844) 二巻

72805 六合釈精義 (日本)釈 快道撰 日本 浪華書林豊山
書林刻本 寛 政10(1798) 2 二巻

49378 改正珍貨孔方図鑑 (日本)小 沢辰之輯 日本 刻本 1
一巻

78280 唐明詩学解環 旧 本〉井以道 松直一輯 日本 刻本 寛 政2(1790) 1 一巻

30379 復古傷寒論微 (日本)天 泰獄著 日本 刻本 安永9 七巻

100121 名数画譜 (日本)天 元果野編 日本 刻本 文 化7(1810) 4 不分巻

?2623 光明真言金壷集 釋蓮體撰 日本京都文政
堂刻本

1

18796 同入集 大沼厚輯 日本 枕山詩屋 考
詩閣刻本 嘉永3年 至安政2 6

二巻二編二巻
三編二巻

72989 成唯識論略解 釋良光撰 日本 釋義山刻本 元禄11年 10

355964 傳疑小史 中井積徳撰 日本 巻懐刻本 嘉永3年 1

2124 甘雨亭叢書 板倉勝明輯 日本 安中板倉氏刻 天保13年 32 十九種四十六巻書名カー ドなし

368 甘雨亭叢書 板倉勝明輯 日本 安中板倉氏刻 48 六集四十九種 書名 カードなし

2201 甘雨亭叢書 板倉勝明輯 日本 安中板倉氏刻 弘化2年 16
初集六種八巻
二集四種九巻 書名カードなし

72468 世説講義 田中頤撰 日本 刻本 文政6年 8 存入巻 三至十 書名カードなし

72469 清俗紀聞 中川忠英撰 日本 竊思館 寛政11年 6 十三巻 書名カードなし

99602 清俗紀聞 中川忠英撰 日本 刻本 寛政11年 6 十三巻 書名カードなし

49337 積古斎和漢稀世銭譜 中川泉壽輯 日本 青木嵩山堂刻 2
一 巻、追 選
圖鑑 一巻

書名カードなし

49382 孔方圖鑑 中谷顧山撰 日本 (清瘧正四年)
大坂刻本

享保13年 1
一 巻 書名カードなし

49381 珍貨孔方鑑 中谷顧山撰 日本 大坂刻本 享保14年 1 一 巻 書名カー ドなし

32716 青嚢瑣探 片倉元周撰 日本 靜儉堂刻本 享和元年 二巻 書名カードなし

30550 黴輝新書 片倉元周 日本 刻本 天明 2 二巻

32768 続眼科錦嚢 本荘俊篤撰 日本 江都書林 天保8年 2 二巻

30014 歴代醫家姓氏 石丸源蔵輯 日本 抄本 安永3年 1 不分巻

94090 易原 平安皆川愿撰 日本 刻本 文政元年 2 二巻 書名カードなし

31060 北山醫案 北山反松著北山道修編 日本 刻本 延享2年 3 三巻附録一巻 書名カードなし

38778 職原鈔 北畠親房 日本 刻本 3 二巻

49532 紫川館蔵書晝落款譜 竹田立浦輯 日本 刻本 寛政5年 3 三巻

30281 頤生輯要 竹田定直編 日本 刻本 寛政3年 5 五巻

21078 周易経翼通解 伊藤氏撰 日本 古義堂刻本 安永3年 4
□囗巻/歓 四巻
歓十三至十六

53321 古事記 安萬侶撰 EI本 刻本 寛政11年 3 三巻

72956 言志晩録 佐藤一一斎撰 日本 有乎爾斎刻本 嘉永3年 1
一巻附別存一 巻

21044 易学諺解 佐久間順正 日本 刻本 安政2年 2 二巻

57712 金銀圖録 近藤守重輯 日本 刻本 文化7年 7 六巻附一巻

49193 金銀圖録 近藤守重輯 日本 正斎刻本 文化7年 z 六巻附一巻

250571 律詩韻函 沖穆清風編 日本 京摂書林刻本 天保15年 5 五巻

53274 国語定本 尾張泰鼎定本 日本 岡田羣玉堂刻 嘉永7年 二十一巻

72399 劉向新序纂註 武井驥撰 日本 刻本 文政6年 十巻
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72398 劉向新纂註 武井驥撰 日本 東都書肆尚古堂刻
本 4 十巻

18703 古詩韻範 武元貫輯 日本 大坂群玉堂刻 文化9年 3 五巻首一巻

23110 古詩韻範 武元貫輯 日本
東京書肆文永
堂刻本 明治13年 1 五巻首一巻末一巻

53123 皇朝史略 青山延于撰 日本 含金雪楼刻本 文政9年 5 十二巻

53124 皇朝史略 青山延于撰 日本 文昌堂刻本 文政10年 6 十二巻

39785 続皇朝史略 青山延于撰 日本 水藩青山延家
塾刻本 天保2年 1 三巻

353958 明徹録 青山延于撰 日本 鐵槍斎刻本 文化14年 7 十巻

71501 古梅園墨譜 松井元泰撰 日本 刻本 1
一 巻

802261 欧蘇手簡後編 松本慎編 日本 刻本 寛政9年 1 二巻

97122 国朝佳節録 松下見林編 日本 刻本 貞享 1
一 巻

250462 縮刻唐開成石経 松崎明復由定 日本 天保15年 37
十二種一百五
十八巻附五経
文字三巻九経
字様一巻

40466 彙刻書目外集 松沢老泉編 日本 慶元堂刻本 文政3年 6 六巻補遺一巻

77829 松陰先生武教講録 松陰撰 日本 京都文求堂刻 z 二巻

72680 松陰快談 長野確撰 日本 鉛印本 1 四巻

72464 小学書合纂 昌谷碩輯 日本 考槃荘刻本 安政4年 四巻

23785 毛詩品物圖改 岡元鳳撰 日本 浪華四書坊刻 天明4年 1 七巻

38757 唐土名勝圖會 岡田玉山撰 日本 刻本 文化2年 6 第一集六巻

54349 日本外史補 岡田僑撰 日本 刻本 嘉永3年 9 十四巻

53521 名節録 岡田僑撰 日本 刻本 嘉永3年 3 三巻

53520 名節録 岡田僑撰 日本 刻本 慶応2年 3 三巻

53511 史記鵤 岡白駒 日本 浪華合書房刻 5 十巻首一巻

21556 左傳鵤 岡白駒輯 日本 刻本 宝暦10年 5 十巻

22330 孟子解 岡白駒輯 日本 刻本 宝暦12年 7 七巻

95743 明史三傳 岡羣玉書肆編 日本 刻本 嘉永5年 6 六巻

72722 妙夢十周 知道上人 日本 大悲山芯芻
瑞幢刻本 文政4年 z 十二巻

91746 徂徠集 物茂卿撰 日本 19 三十巻補遺一巻 0

21713 論語徴 物茂卿著 日本 刻本 宝暦12年 5 十巻

72500 辨名 日本 刻本 寛政元年 2 二巻

76933 海外新書 物茂卿撰、清銭泳編 清 刻本 i 五巻

803779 四家雋 物茂卿編 日本
土屋英明餐霞
館刻本 宝暦11年 6 六巻

49380 奇抄百圓 河邨羽積撰 日本 刻本 寛政元年 1
一 巻

49379 寛政孔方鑑 日本 刻本 寛政6年 1
一 巻

72550 涓吉亀鑑 南元裳 日本 刻本 文化4年 2
上編一巻下編
一巻

79973 名疇 皆川愿撰 日本 京都書肆銭屋
七郎兵衛 天明8年 6

54312 先哲叢談 原善撰 日本 武阪府書林刻 文化13年 5 八巻附年表一巻

54313 先哲叢談 原善撰 日本 武阪府書林刻 文化13年 4

54314 先哲叢談 原善撰 日本 武阪府書林羣
玉堂刻本 文化13年 4 前編八巻

97121 先哲叢談 原善公道撰 日本 文化13年 1 八巻 後編東條耕子撰

n27� 先哲叢談 日本 刻本 文化13年 2 四巻

91755 栗山文集 柴郡彦撰 日本 刻本 天保13年 5 六巻
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21282 毛詩正文 兼山評點 日本 刻本 天明8年 4 三巻

30984 金蘭方 菅原岑嗣 日本 刻本 文政9年 5 二十二巻

30508 温故秘録 野喬伯遷撰 日本 刻本 宝暦8年 4 七巻

53829 新撰年表 清宮秀堅輯 日本 刻本 安政2年 1 不分巻

800168 靖献遺言 浅見安正輯 日本 京都風月堂刻 2 八巻 存六巻

72813 昭代逸事初集 鈴木尚撰 日本 三都書林刻本 嘉永6年 1 一一巻

23126 四書訓蒙輯疏 會沢安装撰 日本 刻本 嘉永元年 28 二十九巻 存 二十八至十七
十九至二十九

152941 大日本史 源光國修 日本 刻本 文化7年 100 二百四十三巻

38755 先哲象傳 徳齋原義撰 日本 文光堂刻本 弘化元年 4 四巻

72664 経典餘師詩経 讃岐百年撰 日本 大坂書林柳原刻本 嘉永2年 ii 八巻
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